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問題の背景
内閣の私的諮問機関である教育再生実行会議は，２０１６年に「全ての子供達の能力を伸ば
し可能性を開花させる教育へ」と題した第九次提言を発表した（首相官邸，２０１６）。この
提言では，『多様な個性が長所として肯定され生かされる教育』の実現には，子供達一人
一人の課題に丁寧に対応すると共に，長所や強みを生かすという視点に立った教育の充実
が不可欠」と述べた上で，これまで十分に能力を伸ばしきれなかった，教育現場が直面す
るいくつかの例として以下の例を挙げて，採択すべき施策の提言を行った。
（１）発達障害など障害のある子供達への教育
（２）不登校等の子供達への教育
（３）学力差に応じたきめ細かい教育
（４）特に優れた能力を更に伸ばす教育，リーダーシップ教育
（５）日本語能力が十分でない子供たちへの教育
（６）家庭の経済状況に左右されない教育機会の保障
（７）これらの取組を効果的に推進するための体制の整備
この問題提起は，子ども達の多様性を認め，学校や地域が連携しながら，その可能性を
発揮する教育及び社会の構築が求められているといえる。
特別支援教育においては，近年，発達障害への注目と支援ニーズの高まりを受けて教育
や支援の充実を図り推進してきた。しかし，発達障害のある児童生徒は，優れた能力を持
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図１ 長崎県教育委員会の発達障害児等能力開発・教育支援推進事業計画の構造

『長崎県発達障害児等能力開発・教育支援推進事業（長崎県特別支援教育推進基本計画 第３次実施
計画』（平成２７年１２月２７日長崎県教育委員会発行），掲載された図を転載

ちながら，例えば学力は高いが社会性やライフスキルにつまずきがあるなど，十分に能力
を発揮できずにいるものも多く，さらに不登校や学力差，家庭状況の課題を抱えるものも
多いことが課題となってきた。一方で，障害の有無のみならず，不登校や学習内容が未定
着である，家庭の経済状況が不安定であること，日本語能力の問題からも同様に，十分な
教育を提供できないことも教育の課題として顕在している。
教育のあり方によっては，彼らの抱える根本的な課題解決に至らなくとも，学びを深め
ていけるような，優れた能力をさらに伸ばし，リーダーシップを取ることができる人材と
して活躍できる社会の構築は，特別支援教育にとってもめざすべきゴールのひとつであ
る。
長崎県の取組 長崎県教育委員会は，特別支援教育について，この数年の県内の状勢に
加え，「長崎県子ども育成総合検討会議」（２０１５年３月～）や実態調査（２０１５年１１月）を踏
まえて長崎県発達障害児等能力開発・教育支援推進事業（長崎県特別支援教育推進基本計
画 第３次実施計画）（長崎県教育委員会，２０１５）を立案した。その概念図を図１に示す。
その中で，各学校段階での障害等に応じた適切な指導・必要な支援の充実のひとつとし
て，「発達障害等のある子どもの能力・才能を伸ばす指導の充実」を挙げた。
事業としての位置づけを明確にした上で「発達障害等のある子どもの能力・才能を伸ば
す指導の充実」の考え方及び内容については，『特別な配慮が必要な子どもの教育支援に
関する取組～早期からの見守りと継続した支援システムの構築～』（p２３）（長崎県教育委員
会，２０１５）に以下のように説明し（表１），さらに長崎大学教育学部との連携による実現
を検討することを明記し，長崎県教育委員会と長崎大学教育学部の協働による，発達障害
等のある子どもの能力・才能を伸ばす指導の充実への取り組みを開始することとなった。
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表１ 長崎県教育委員会における「発達障害等のある子どもの能力・才能を伸ばす指導の充実」
の説明

④ 発達障害等のある子どもの能力・才能を伸ばす指導の充実
◯各学校においては，発達障害のある子どもに対して指導・支援が工夫されているところだが，他
の子どもと比較して劣っている能力や，個人内で苦手をしていることに対しての指導。支援，い
わゆるマイナス面に焦点が当てられた指導。支援が多く見られる。
◯障害の改善・克服をするための指導。支援は重要だが，不適応行動や問題行動を軽減し，自己肯
定感を高めるためには，発達障害等のある子どものマイナス面ばかりに焦点を当てた指導・支援
だけでなく，プラス面の能力（長所）に着目した指導・支援がより重要である。
◯そのプラス面の能力を生かした学習を進めたり，さらにその能力を伸長するための学習を行った
りしながら，子どもの持つ能力を最大限に引き出し，学力や生活面の向上を図っていく必要があ
る。
◯能力・才能を伸ばす指導として，図１０に示すような以下の取組を検討している。
ア）通常学級の授業における能力・才能を伸ばす指導
・長所を生かした学習方法の選択，活用
イ）少人数または個別指導における能力・才能を伸ばす指導（ティーム・ティーチング，通級によ
る指導，特別支援学級）
・長所を生かした学習による学力，生活力の向上
・長所をさらに伸長する学習
ウ）長崎大学教育学部との連携による能力・才能を伸ばす指導
・長所の伸長・開発に特化した学習（長期休業中の集中学習会，ワークショップ 等）

（『特別な配慮が必要な子どもの教育支援に関する取組～早期からの見守りと継続した支援システム
の構築～』p２３を転記）

長崎大学教育学部の取組
長崎大学教育学部（特別支援）は，文部科学省委託事業「発達障害に関する教職員等の
理解啓発・専門性向上事業」に平成２６年度から２９年度まで４年間連続して応募し，採択さ
れている。具体的には平成２６・２７年度に「発達障害の可能性のある児童生徒の早期支援事
業」，２８年度には「発達障害の可能性のある児童生徒の早期支援継続事業」，２９年度には「特
別支援教育の支援を踏まえた学校経営構築研究開発事業」及び「発達障害の可能性のある
児童生徒に対する教科指導法研究事業」を選択し，附属学校園を対象とした支援事業を実
施，継続している（吉田ら，２０１６他）。その目的は，年度ごとに研究テーマを定めながら
も平成２６年度より一貫して，附属学校のインクルーシブ教育推進による発達障害の可能性
のある児童生徒の支援の実質化と実践であり，また，国立大学教育学部の附属学校の使命
として，附属学校がモデルとなり，地域の教育へ還元することにあることから，長崎県教
育委員会の “プラス面の能力（長所）に着目した指導・支援” であり，表１における「ア）
通常学級の授業における能力・才能を伸ばす指導」の先導的な取組を行ってきたものであ
る。
教育委員会特別支援教育室と教育学部との共同事業の模索
こうした双方の取組が進行しながら，教育委員会（特別支援教育室）と “長崎大学教育
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図２ 長崎県教育委員会と教育学部の協働の構造
長崎県教育委員会『特別な配慮が必要な子どもの教育支援に関する取組～早期からの見守りと継続し

た支援システムの構築～』（p２３）の図に筆者らが加筆

共同事業

学部との連携による能力・才能を伸ばす指導” の協議が始まり（表１のウ）），共同事業に
着手することとなった。
双方の取組に基づく共同事業の位置づけを図２に示す。
図２に示したとおり，表１の項目である「ウ）長崎大学教育学部との連携による能力・
才能を伸ばす指導（長所の伸長・開発に特化した学習（長期休業中の集中学習会，ワーク
ショップ 等））にもとづき，長崎県教育委員会特別支援教育室と長崎大学教育学部の特
別支援教育スタッフ（教員及び「教育学部支援ラボ」のスタッフ）とが協働して取組に当
たることとなった。

目 的
多彩な子ども達へのあたらしい能力開発事業が全国的に始まっている。長崎県教育委員
会特別支援教育室と長崎大学教育学部は，あたらしい特別支援教育のひとつの試みとし
て，昨年より能力開発事業に関する共同研究をすすめてきた。
本取組は，多様な自己決定が尊重される社会に向けて，長崎で育つ，多彩な力を持つ子
ども達への能力開発事業として，長崎大学の人的・物的・知的資源を活用した取組とし
て，様々な可能性を持つ多彩な子ども達が，新しい自己理解を促進し，世界や価値観のひ
ろがりを感じ，安心して将来を捉え・考えることができ，一歩を踏み出す機会を提供する
ことを目的とした体験学習の場であるワークショップを開催するものである。

方 法
１．プログラムの作成
プログラムの作成に当たっては，先行研究・実践を参考に，教育委員会と教育学部にお
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表２ ROCKETのプログラム内容

その他のイベントEV Other Event

国内外への研修旅行ST Study Tour

その他の講義Other Lecture

トップランナーの生き方を学ぶTop Runner Talk

プロジェクトを通して物事の進め方を学ぶPBL（Project Based Learning）

体験を通して知識を俯瞰するABL（Activity Based Learning）

コンセプトテーマ

上記は https://rocket.tokyo/programを筆者が表にまとめた

ける協議を重ねて作成した。
１）先行研究・実践：東京大学・日本財団 “ROCKET” の取組 子どもの能力開発にお
いて，最も有名な取組は，東京大学及び日本財団による “ROCKET” プロジェクトであ
ると思われる（ROCKET・日本財団 HP，２０１７）。“ROCKET” （“Room Of Children with
Kokorozashi and Extra-ordinary Talents”）は，志ある特異な（ユニークな）才能を有
する子ども達が集まる部屋（空間）を意味する，とされている。異才，という表現を使っ
てはいるが，異才の評価基準があるわけではなく，また万能な天才に育てるプロジェクト
でもなく，いまの学校教育を否定し対抗するプロジェクトでもないことは強調されてい
る。ユニークな子ども達が彼ららしさを発揮できる ROCKETという空間を彼らとともに
創造することによって，結果としてユニークな人材が育つ社会的素地が生まれるであろう
と考えに基づく，学びの多様性を切り拓く挑戦であると説明されている。ROCKETは，
スカラー候補生に対して SIG（Special Interest Group）プログラムを，またスカラー候
補生としての活動の中で自分の学びをさらに加速させ，顕著に突き抜け感が出てきたと事
務局が判断した子どもをスカラーとして SIG Xプログラムを実施する２段階プログラム
とされている。選抜されたプログラムに年３回程度参加可能（１年間のみ実施）であり，
事務局が定めるエリア以外の遠方から参加する候補生は旅費・宿泊費を全額サポートされ
さらに自分の能力を発揮させるための物品・旅行などの申請が可能（上限あり）など，地
域を問わない，全国的な取組である。
こうした先導的・先進的取組は，能力開発の方法としては非常に参考となるものであ
る。一方で，地方においてそれぞれの自治体が同様のプログラムを実施できるか，地方に
居住する子どもたちの多くに参加の機会が与えられるかというと，難しい面も持ち合わせ
ている。こうした先導的・先進的な取組を参考に，それぞれの自治体や教育行政，団体が，
様々なプログラムを検討し実施し，子どもたちに多様な機会が提供され，子どもや保護者
の状況に合わせて参加できるようになることが，より望ましい姿ではないだろうか。

２）ワークショップの枠組み
先行研究・実践を参考にしながら，ワークショップの枠組みとして，以下の柱の検討を
行った。
長崎大学という場が提供できること 我々は，協議の初期段階で，大学と教育委員会と
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の共同事業としての前提となる二つのコンセプトとして，長崎で実施し・長崎の子どもを
対象とすることと，長崎大学でしかできないことを考えること，のふたつを確認した。ま
た大学の地域貢献の一環として実施することでもあり，以下の５点を基本の柱とした。
◯大学のキャンパス内で実施すること
・子どもたちに大学という場に足を運んでもらう
◯長崎大学の教育研究の蓄積による知見を活用する
・特に実施する教育学部特別支援チーム（支援ラボ）の研究の蓄積を反映する。
◯長崎大学ならではの人材を活用する
◯長崎大学のネットワークを活用する
◯実施後においてもネットワークを維持し，今後の展開に活用できる
ラボラトリー方式の採用 児童生徒を対象とした体験学習の実践研究としては，体験活
動を主眼とした様々な学習の実践が扱われている。農業や自然などの場（例えば藤永，
２０１７），防犯や交通ルール（例えば宮田，２０１７）など多岐にわたり，その成果は数多く発
表されている。その一方で，ラボラトリー方式の体験学習方式に関しても，様々な方式が
とられている。皆既日食観察の体験とラボラトリー方式を連動させた実践（大谷，２０１１）
や，図書館や博物館，美術館などでのワークショップ（例えば五月女・山中：２０１７，小林・
加納・中井：２０１７，江村：２０１７など）がある。我々は，大学という場で実施することが前
提であることから，ラボラトリー方式の体験学習によるワークショップを実施する方式を
採用した。
ワークショップの対象 教育学部と教育委員会が共同事業として実施するのは，発達障
害児の能力開発である。また，教育学部が教育研究上で蓄積した知見は，発達障害の可能
性のある児童生徒が中心である。よって，発達障害の可能性のある児童生徒を対象とする
ことが，最も自然な流れではある。しかし，我々は協議の中で，発達障害の有無は問わな
いワークショップを行うことを決定した。
現在の特別支援教育が，障害の有無を問わず多様な子どもの育ちの支援をも含有するこ
とや，インクルーシブ教育システムの基本である多様で柔軟な仕組みの整備へ向けて新し
い知見を提供することに主眼を置くことが我々が目的とするものである，という結論に
至ったためである。よって，我々が提供するのは，子どもたちが，自分が様々な可能性を
持つことに気づく場であることにより，ワークショップの募集の制限は行なわず，希望す
る児童すべてとすることした。
ワークショップの目的 以上の協議を経て我々が目的とする取組は，多様な自己決定が
尊重される社会に向けて，長崎で育つ，多彩な力を持つ子ども達への能力開発事業として，
長崎大学の人的・物的・知的資源を活用した，様々な可能性を持つ多彩な子ども達が，新
しい自己理解を促進し，世界や価値観のひろがりを感じ，安心して将来を捉え・考えるこ
とができ，一歩を踏み出す機会を提供することを目的とした体験学習の場であるワーク
ショップであることをめざすこととした。
ワークショップの要素 我々が協議を経て採択した要素を表３に示す。
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表３ ワークショップの要素

研究の素材としての長崎のおもしろさに気づく長崎への注目５

大学での研究を知ることにより，その領域の学びを深めると共に，研究
者というロールモデルを見て，研究の楽しさを知る

ロールモデル４

自己表現のあたらしい方法を体験し，表現できる喜びを体験する。また，
他者の表現を見ることで他者理解へつなげる。

自己表現３

小集団の中での自分への気づき，役割期待の理解や課題を共有し協力す
ることを体験する。

チームワーク２

心理学を基板としたツールを用いて，具体的に自己を知る体験をする。自己理解１
内 容要素名

図３ ワークショップの流れ

３）プログラムの構成
表３のワークショップの要素を踏まえ，以
下の４つのプログラムを用意した。
導入プログラムとして，自己理解，展開と
してチームワークゲーム，ランチタイムでの
交流をはさんで，展開プログラムとして各
ブースでのワークショップを４つ（各人が一
つ事前に選択し，人数に合わせて割り振りを
行う），その後振り返りの時間を取る構成と
した。
プログラム１：自己理解『ポジティブ・ポ
チポチ』
自己理解を目的としたプログラムとしては，『ポジティブ・ポチポチ』を採用した。
本プログラムは，ほとんどが初対面あるいは親密度の低い集団となることが前提であ
り，プログラム開始から言語による自己開示を用いたプログラムは困難であることが予想
されたため，子どもがとり組みやすい課題を用意した。
現在，児童・生徒のセルフケアの一手法として注意バイアス修正法（以下，ABM）が
教育現場で活用されはじめてきた（例えば，Bar Haim，２０１０）。ABMでは，望ましくな
い認知，ネガティブな対象・事象に向けられた過度の関心の事を注意バイアス（attention
bias）と呼び，複数回のセルフ・トレーニングによりこれを正常化する。実際に ABMを
実施する際は，PCやタブレット端末が利用されることが多く，ゲーム感覚で行えること
が子どものセルフケアに活用されている大きな理由である。注意バイアスはドパミン D
３受容体拮抗薬によって改善するため（Nathan et al.,２０１２），ABMの作用機序は人の報
酬・学習系を介した作用であると考えられる。また，これまで ABMは子どもの持つ高不
安のコントロールを主たる目的として行われることが多かったセルフケアであった。特
に，子どもの不安障害の症状軽減には特に有効で，年齢範囲９－１０歳の４０名の小児不安障
害児を対象とした無作為化比較研究では，ABM実施による顕著な不安軽減効果が示され
ている（Eldar et al., ２０１２）。現在では，不安ばかりではなく，心身症（田山ら，２０１７：
Tayama et al.,２０１７）や疼痛（McGowan et al,２００９）への効果も認められてきた。この
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図５ ブロック・モデルの配置

図４ ポジティブ・ポチポチカード

ように，多くの疾患への適応と共に，現在で
は健常児へのメンタルヘルス向上やポジティ
ブ感情の獲得のためにも活用され始めてきて
いる。
『ポジティブ・ポチポチ』は，上記の理論
的背景から，タブレット端末を用いて，ポジ
ティブな言葉をどれだけ早く選択できるかと
いうゲーム（田山らが開発）を実施しワーク
ショップの開始時と終了時に導入した。
手続き 順番にタブレット端末が用意され
たテーブルにおいて，「自分を知ることで日常生活の中で前向きな場面を増やす」目的を
中心とした簡単な説明を受けて個別にプログラムにとり組む。終了後，正解率とスピード
をカード（図４）に書き込む。
自分がどれだけポジティブな言葉に早く反応できたかがフィードバックされることで，
自己の状態を理解することができるようにした。
プログラム２：仲間作り（チームワーク）ゲーム 『ブロック・モデル』
チームワークを目的としたプログラムとしては『ブロック・モデル』を採用した。
チームで活動するとき，チームは目標達成に向けて動き，構成員は目標達成に貢献した
行動をとることが求められる。これがうまく機能すると「チームワークがよい」という評
価につながる。子どもはチームの中で葛藤しながら課題達成に動こうとするが，そこでは
様々な自己理解が生じる。それは個々の子どもの特性や現在の状況，内的な変化に左右さ
れ，自己理解が意識され言語化されるとは限らない。
我々は，子どもが目標達成に向けて小集団の中でどんな動きをし，役割を担うのかをファ
シリテーターが記録し，子ども達各人の「いいところさがし」と「少し変わればもっとい
い！」を探しフィードバックすることで，ポジティブな自己理解の促進を目指すこととし
た。
手続き 数名１組のチームが構成され，１セットのレゴ・ブロックが与えられる。チー
ムは，そのブロックを用いて，ルー
ルに従い，チームからは見えない場
所に置かれているブロック・モデル
と同じものを作ることを課題として
提示される。
各子どもの評価のポイントは以下
の通りである。
・リーダーシップ
・意志決定
・コミュニケーション
・活動の進め方
以上のポイントを元に，評価シー
トを作り評価シートをもとに，『あ
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なたのカード』（図９）に記入する。
会場の設営は，各グループの机は，できるだけ正方形になるようし，各グループにファ
シリテーター（教員）が配置され観察を行う。さらにボランティア（院生）を配置し，チー
ムのサポート，時間の管理・ルール確認を行う。ブロック・モデルの進行は図６の通りで
ある。
プログラム３：各ブースでのワークショップ
各ブースでのワークショップは，各分野の先導的な研究や実践を行う，長崎大学及び長
崎エリアの人材にお願いした。検討段階では，２０以上の領域からのブースを検討したが，
今年度は初回であり，参加人数を配慮して４ブースを厳選した。
ロールモデルの提示の要素としてブースをふたつ，自己表現の要素として音楽と美術の
ブースを二つ準備した。各ブースは，長崎大学の教員，附属学校の教員，長崎県の人材と
して長崎歴史文化博物館へ講師派遣を依頼し，承諾を受けた。各ブース担当先生方は，こ
うしたワークショップの経験をお持ちであることから，時間内の展開については一任し，
教員及び院生・学生スタッフが同行し，子どもの安全保持や調整に当たった。
◯ブース１：長崎大学水産学部海洋資源動態科学講座の山口敦子氏に依頼した。山口氏
は，魚類学・水産資源学を専門とし，エイやサメといった軟骨魚類および硬骨魚類の研
究の第一人者であり，児童生徒を対象としたワークショップ実施の実績もお持ちであ
る。今回は，水産学部に設置されたミニ水族館において，エイやサメの生態に関わる体
験学習をお願いした。
◯ブース２：長崎大学教育学部初等教育講座の西田治氏（本稿では第６筆者）にお願いし
た。西田氏は，音楽教育を専門とし，打楽器を中心とした幼児・児童・生徒，親子を対
象とした教育・体験活動の実績を多く持ち，幼稚園や小学校への出前授業やワーク
ショップを行っていることから，ブースをお願いした。
◯ブース３：長崎大学教育学部附属特別支援学校の野坂知布氏にお願いした。野坂氏は，
長年特別支援学校で教諭を務める傍ら，障害のある人たちが気軽に芸術活動を楽しめる
ことを目的とした美術グループ「TSUNAGU（ツナグ）・アートワークス」を主宰し，
活動を行っている。活動は，描き方などの技術よりも表現に主眼が置かれ，様々なワー
クショップを展開していることから，ブースをお願いした。
◯ブース４：長崎歴史文化博物館の松岡めぐみ研究員にお願いした。長崎歴史文化博物館
では，「移動博物館」活動を行っており，その一環としての形態を取った。我々の生活
する長崎の歴史を取り上げて頂くことができ，また，子ども向けの事業である “れきぶ
んこどもクラブ” や学校での移動博物館の実績を積まれていることから，今後の地域連
携の可能性を広げる意味でも意義が大きいと考え，ブースをお願いした。
ふりかえり（フィードバック）
プログラムの最後には，ふりかえりとして，感想カードを記入してもらうと共に，子ど
も一人ひとりにむけて記入されたフィードバックカードが渡すこととした。カードには，
各プログラムで，ファシリテーター（教員ら）が観察した気づきと姿が記入されており，
子ども自身の自己理解の他に，他者から見た姿が示されることで，さらに自己理解を促進
する効果を期待している。
さらに，体験を共有した全員でダンスを踊り，お別れの時間を持つこととした。
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表４ 各ブースでのワークショップ内容

長崎の歴史を知る歴史・民俗学芸員長崎歴史文化博物館松 岡 めぐみ 氏

表現のよろこび芸術（美術）教諭附属特別支援学校野 坂 知 布 氏

たいこの魅力芸術（音楽）准教授教育学部西 田 治 氏

海の生物生物教授水産学部山 口 敦 子 氏

ブースのテーマ領 域職名所 属講 師

結果と考察：実践報告
長崎大学教育学部附属小学校及び長崎県教育委員会の「発達障害等のある子どもの能
力・才能を伸ばす指導の充実」研究指定校である長崎市立西浦上小学校２校に説明を行
い，了解を得た上で５年生及び６年生にワークショップのチラシを配布を依頼し，各校で
申込集約を行って頂いた。申込については資格等はなく，本人及び保護者の意志での申込
とした。参加者に関しては，保護者へ研究及び実施の趣旨を説明し，研究報告の了解を得
た。
２校より合計１８名からの参加申込があり，１７名が参加した。
以下，実践感想カードの分析を中心にその結果をまとめる。
感想のほとんどは，「楽しかった」などの表現が多く，楽しい一日を過ごしたことは読
み取れる。一方で，「むずかしかった」「だめだった」などのネガティブな表記もあったが，
それも自己のひとつでありネガティブな表現を書けたことを評価したい。しかし，そのフォ
ローアップの体制やフィードバックカードとの連携を確認できなかった。
各要素の結果の検討
各プログラムに要素をひとつずつ柱として設置したが，得られた感想から，要素はすべ
てのプログラムに影響していたことが分かった。以下，感想を分類した。
自己理解 プログラム『ポジティブ・ポチポチ』という心理学を基板としたツールを用
いて，具体的に自己を知る体験を狙ったが，自己理解はプログラム全体で得られていたよ
うである。
【抽出された表記】
好き・得意 ・ブロックとかが好き（だからブロック・ゲームが楽しかった）

・（自分は）ジャンベ（楽器）が，好きで，とくい
ネガティブな自分？ ・楽しかったけど結果がダメだった

チームワーク 小集団の中での自分への気づき，役割期待の理解や課題を共有し協力す
ることを体験することをねらいとしたが，以下の感想を抽出できた。
【抽出された表記】
・思うように完成できなかったけど，協力できた
・レゴの組み立てが大変だった
・みんなと協力して力を合わせるのは楽しい

自己表現 ブースの中で，自己表現のあたらしい方法を体験し，表現できる喜びを体験
する。また，他者の表現を見ることで他者理解へつなげることを狙いとしたが，表現の楽
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図６ 『ブロック・モデル』の進行表
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図７ ワークショップの様子
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表５ ワークショップの感想（感想カード）（原文のまま）

図８ 記入された感想カード 図９ 記入されたフィードバックカード
「あなたのカード」
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しさに気づき，新しい経験をしたことが自己認知されていることが分かった。
【抽出された表記】
・みんなでバカになって楽しんだ
・しずかな音楽をした
・たいこやダンスを合わせてやったことが楽しかった
・たのしい音色が広がって・・
・他の国の楽器もたたけた
・ちょっとむずかしかった
・いろんな楽器がありリズムを取って楽しかった
・ちぎれたかみでもいろいろな作品を作れるとしれて楽しかった

ロールモデル 大学での研究を知ることにより，その領域の学びを深めると共に，研究
者というロールモデルを見て，研究の楽しさを知ることをねらったが，新しい学びが絵荒
れたようである。
【抽出された表記】
・標本がすごい
・サメはおそろしい生物だけどやさしいサメもいる（ことがわかった）
・（香辛料の）匂いをかぐのがたのしい
・サメの歯，口，皮など
・サメを研究している方 部屋にたくさんの剥製や標本 お話がおもしろい
・（来年は）自由研究にサメを（したい）

長崎への注目 研究の素材としての長崎のおもしろさに気づくことをねらったが，研究
の素材としての長崎のおもしろさには，十分気づきがあったように思われた。
【抽出された表記】
・歴文や出島を知っていたけどもっと詳しく知った
・昔の長崎について，オランダや中国との貿易を知れた

今後の課題：プログラムの検証
プログラムの検証
プログラムの進行や内容については，多くの反省と今後の課題が得られた。
自己理解については，さらに拡充して，自己理解が直接的にできる簡易版の性格検査の
ようなツールの導入の可能性の検討，ブロック・モデルでは，モデルとなったブロックが
児童には難しく感じられ時間内に完成できなかったチームがあったことから，さらに簡易
版のモデルの吟味の必要性が挙げられた。さらに，ブースについては，自己表現（音楽・
美術）とロールモデルにつながるような研究領域の両方の体験をさせたかったという反省
も挙げられた。全体の時間を少し長めに設定しても，プログラムの更なる充実につなげら
れるほうが効果的であるとの意見も多く得られた。
全体の反省と今後の課題
ワークショップの要素として設定した，自己理解，チームワークによる自己理解・他者
理解，自己表現，ロールプレイ，長崎への注目の５つについては，子ども達の感想カード
の分析にも表現がちりばめられており，達成できたと考えられよう。個々の項目での評価
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については，子どもの感想をまとめてしか聞いていないので，詳細の分析が不十分であっ
たことが今後の課題である。
今年度の取組は，目標としていた４０名の半数ほどの応募しか得られず，今後の広報や募
集方法の再検討が必須と思われる。プログラムの構成としても，参加人数の設定によって，
さらに広範囲のテーマによるブース展開などを取り込むことができることから，参加人数
を増やし，プログラムの精選・拡充を検討することも今後の課題である。
一方で，実証的な結果の分析材料とはならないが，ワークショップ後に再会した子ども
達や保護者からは「楽しかった！」「とてもいい夏休みの一日だった」「また来年もありま
すか？」（以上，児童）「自由研究に役立てるつもりで参加させたけれど，それ以上におも
しろかったと言って帰ってきたことが嬉しい」「子どもらしく過ごせた一日だったらしく
親としても嬉しかった」「難しかったと言って帰ってきたけれど，チャレンジできたこと
が自信になったらしく誇らしげでした」などの感想を得ることができた。
我々が目的とした，『多様な自己決定が尊重される社会に向けて，長崎で育つ，多彩な
力を持つ子ども達への能力開発事業として，長崎大学の人的・物的・知的資源を活用した
取組として，様々な可能性を持つ多彩な子ども達が，新しい自己理解を促進し，世界や価
値観のひろがりを感じ，安心して将来を捉え・考えることができ，一歩を踏み出す機会を
提供することを目的とした体験学習の場であるワークショップ』の取組としては，一定の
評価が得られるのではないだろうか。
今後も，こうした長崎県教育委員会及び長崎大学教育学部との共同事業を通じて，さら
なる，子どもの能力開発の実践研究を展開していきたい。

注１）注意バイアス選択法（ABM）に用いたプログラムは，第２筆者らが独自に研究
開発し，タブレット型 PCで実施できるように設定したものである。
注２）本ワークショップで実施した『ブロック・モデル』は，Creative Human Rela-

tion Ⅳ（１９９６）（株式会社プレスタイム，現在は２００６年版に改訂されている）に掲載さ
れたラボラトリー式体験学習プログラムを素材とし，小学校高学年の児童にも効果的に実
施できるように再構成したものである。Creative Human Relationの実習プログラムは，
ファシリテーター認定を受けた者のみに使用許諾が与えられており，本ワークショップで
は，使用許諾を持つ第１筆者が責任者となり再構成及びファシリテーターを担当した。

発表について
本稿の中で取り上げたワークショップの取組は，教育実践研究フォーラム in長崎大学
（２０１７年１１月１２日）において発表している。本稿は，この取組の理論的背景とプログラム
開発及び検証を主題に再構成したものである。
助成
本研究及び実践は，平成２９年度長崎大学高度化推進経費（地域貢献）を採択し助成を受
けて実施された。
本研究の倫理的配慮 ワークショップの参加者には，保護者にあてて書面にて研究の趣
旨を説明し，ワークショップの様子を記録し成果を研究データとして使用することについ
て同意を得た。



長崎大学教育学部紀要 教育科学 第８２号（20１８）128

謝辞 ワークショップに参加をいただいた小学生の皆様，参加及び研究への協力を頂き
ましたことを感謝いたします。また当日の実施については，長崎大学教育学部及び教育学
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